
 

 

 

平成 21年 3月 23日 

各  位 

会社名 富士エレクトロニクス株式会社 

代表者名 取締役社長   息栖  清 

(コード番号 9883 東証第一部) 

問合せ先 専務取締役管理部門担当   

兼経理部長   木下 晴夫 

(TEL 03‐3814‐1200) 

 

平成平成平成平成 22221111年年年年 2222月期業績予想月期業績予想月期業績予想月期業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 20年 10月 7日に発表しました平成 21年 2月期業績予想

に関して、下記の通り修正致します。 

 

記 

 

1111．．．． 平成平成平成平成 22221111年年年年 2222月期月期月期月期    通期通期通期通期業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正    

((((１１１１)))) 連結連結連結連結((((平成平成平成平成 20202020年年年年 3333月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 22221111年年年年 2222月月月月 22228888日日日日))))       （単位：百万円）    

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) ４４４４４４４４，，，，６００６００６００６００    ３３３３，，，，０４１０４１０４１０４１    ３３３３，，，，３８１３８１３８１３８１    １１１１，，，，９７５９７５９７５９７５    

今回修正予想 (Ｂ) ４０４０４０４０，，，，５９０５９０５９０５９０    ２２２２，，，，５５９５５９５５９５５９    ２２２２，，，，６２１６２１６２１６２１    １１１１，，，，２２２２９６９６９６９６    

増減額  (Ｂ－Ａ) △△△△４４４４，，，，０１００１００１００１０    △△△△４８２４８２４８２４８２    △△△△７６０７６０７６０７６０    △△△△６７９６７９６７９６７９    

増減率  (％) △△△△9.09.09.09.0    △△△△15.815.815.815.8        △△△△22.522.522.522.5        △△△△33334.44.44.44.4        

(ご参考)前期実績 

平成 20年 2月期 

        

４４４４４４４４，，，，１５０１５０１５０１５０    

    

２２２２，，，，９７９９７９９７９９７９    

    

３３３３，，，，０７２０７２０７２０７２    

    

    １１１１，，，，５０１５０１５０１５０１    

 

((((２２２２))))単体単体単体単体((((平成平成平成平成 20202020年年年年 3333月月月月１１１１日日日日～～～～平成平成平成平成 22221111年年年年 2222月月月月 22228888日日日日))))        (単位：百万円)    

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) ３６３６３６３６，，，，００００００００００００    ２２２２，，，，５５９５５９５５９５５９    ２２２２，，，，９４２９４２９４２９４２    １１１１，，，，７２７７２７７２７７２７    

今回修正予想 (Ｂ) ３２３２３２３２，，，，４６８４６８４６８４６８    ２２２２，，，，１１８１１８１１８１１８    ２２２２，，，，２４４２４４２４４２４４    １１１１，，，，００４００４００４００４    

増減額  (Ｂ－Ａ) △△△△３３３３，，，，５３２５３２５３２５３２    △△△△４４１４４１４４１４４１    △△△△６９８６９８６９８６９８    △△△△７２３７２３７２３７２３    

増減率  (％) △△△△9.89.89.89.8        △△△△17.217.217.217.2        △△△△23.723.723.723.7        △△△△41.841.841.841.8        

(ご参考)前期実績 

平成 20年 2月期 

        

４０４０４０４０，，，，０６１０６１０６１０６１    

    

２２２２，，，，７０５７０５７０５７０５    

    

２２２２，，，，９３５９３５９３５９３５    

    

１１１１，，，，７１７７１７７１７７１７    

    

    



2222．．．．修正理由修正理由修正理由修正理由    

世界経済は、昨年後半の米国金融市場の混乱以降、急激な景気後退局面となり、わが国

経済も業種を問わず厳しい事業環境に直面しております。 

このような状況の中で、当社グループは、業績の太宗を占める単体において中間決算時

に下期も堅調な推移と予想したデジカメやオーディオなど民生機器向けの案件が秋口から

大幅な生産調整に入り、また主力の計測器やＦＡ機器など産業機器向け、大型コンピュー

タなど情報機器向けなども想定以上に受注が落ち込み、売上が予想より 10％近く減少しま

した。加えて、子会社株式の減損処理１億 75百万円などを特別損失として計上、および繰

延税金資産の見直しにより当期純利益が予想より大幅に減少したため、通期単体業績予想

の修正を行います。 

連結業績予想については、単体の業績予想修正に伴い修正をするものであります。 

※ 上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

の業績は、様々な要因により記載の予想数値と異なる可能性があります。 

    

以上 


